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１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 

 
国土交通省は、河川環境の総合評価に新指標を導入します。流域住民が河川を利用する際の快適

性や安全性、維持･管理のしやすさなど複数の尺度を設け、既存の水質基準の運用に終始していた評

価手法に多様な視点が取り入れられます。 

 河川敷でのレジャー活動や生活用水の水源利用などを想定し水の透明度や河床の清浄度、 

臭気、飲用時の安全性などの指標を想定。更に流域の植生などを含め、水生生物の生息や産卵に必

要な条件をどれだけ満たしているかなどの指標も加えられます。 

 一連の指標は数値化が困難な定性的側面を持つ為、今後は有識者らの意見や現地調査などを通

じ、より客観的な定量分析が可能な指標項目への組替えなども検討されています。住民が河川に求

める機能や役割なども都市部と違いがあることから、河川環境の実態で双方の格差も大きい護岸や

清浄度などの項目には地域ごとの評価指標を設ける方針です。 

  

資料： 2003 年 11 月 13 日付 日本工業新聞 

生活環境箇所 重田 郁美  
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